
第 1回 全国障害学生支援コーディネーター会議及び研修会 議事次第 

 
日 程 ：平成 19 年 10 月 21 日（日）10 時～16 時 
場 所 ：筑波技術大学天久保キャンパス 
 
議 事： 

（司会：筑波技術大学 白澤麻弓） 
全国障害学生支援コーディネーター会議 

10:00～10:10 開 会 
 挨拶：筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター長 及川力 
 経緯説明：関東聴覚障害学生サポートセンターコーディネーター 倉谷慶子              

 
10:10～10:25 アンケート結果報告 
  「障害学生支援コーディネーターの設置状況」 

筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター准教授 白澤麻弓 
 
10:25～11:45 情報交換およびディスカッション 

参加者自己紹介および各大学の現状報告 
課題の整理と情報交換 

  
11:45～12:00 今後の方針 

（昼 食）    
全国障害学生支援コーディネーター研修会 
 13:00～16:00  

①パソコンノートテイクの導入技術   （215 教室） 
講師：同志社大学学生支援センター京田辺校地学生支援課 

障がい学生支援コーディネータ  土橋 恵美子 氏 
  ②ノートテイク体験と指導法      （213 教室） 
   講師：中部学院大学 

 非常勤講師  瀬戸 今日子 氏 
     関東聴覚障害学生サポートセンター 

       コーディネーター  石川 絵理 氏 
  ③コミュニケーション体験とスキルアップ（214 教室） 
   講師：関東聴覚障害学生サポートセンター 

コーディネーター  倉谷 慶子 氏 
      関東聴覚障害学生サポートセンター 

コーディネーター  廣川 麻子 氏 
      愛媛大学 

  アカデミックアドバイザー  原田 美藤 氏 
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国立大学法人 筑波技術大学

全国障害学生支援
コーディネーター会議

障害学生支援コーディネーターの設置状況

事前アンケート結果報告

国立大学法人 筑波技術大学

方 法

大学機関への調査：
大学紹介を記載いただいた大学 16校

支援担当者への調査：
本会議に出席した支援担当職員 38名

→回答 30名
質問内容：
支援組織・担当者の処遇・仕事内容など

国立大学法人 筑波技術大学

１．大学の設置形態

国立

2校

13%

私立

14校

87%

N=16校

国立大学法人 筑波技術大学

２．支援組織の形態

1校障害学生支援室学部教務課

支援組織上部組織

2校一般職員

障害学生支援室
ボランティア活動室

障害学生支援担当

障害学生支援担当

ボランティアセンター

障害学生支援担当

障害学生支援室

2校学長直下

2校全学ボランティアセンター

1校全学教務課

1校

4校

3校

全学学生課・
学生支援センター

全学学生課・学生支援
センター内の設置：6割

障害学生支援室：5校

国立大学法人 筑波技術大学

３．支援担当職員数

0

1

2

3

4

5

6

7

1名 2名 3名 4名 5名以上

（校）

国立大学法人 筑波技術大学

４．聴覚障害学生数

0

1

2

3

4

5

6

なし 1～2名 3～5名 6～10名 10～20名 20名以上

聴覚障害学生数

支援を受けている学生数
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国立大学法人 筑波技術大学

５．その他障害学生

0

2

4

6

8

10

12

運動障害 視覚障害 発達障害 その他

（校） 聴覚障害のみ：4校

国立大学法人 筑波技術大学

６．聴覚障害学生への支援内容

0

2

4

6

8

10

12

14

16

ノー
トテ

イク
手話通訳

補聴援助システム

PC一
人入力

PC連
携入力

字幕挿入

文字おこし
その他

すべての大学で実施

備品貸し出し等

国立大学法人 筑波技術大学

７．支援担当者の雇用形態

正職員

48%
嘱託職員

13%

契約職員

13%

臨時職員

3%

短期雇用

3%

非常勤職員

21%
N=29名

正職員が約半数

国立大学法人 筑波技術大学

８．支援担当業務の割合

0
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16

18

正職員 非常勤職員他

1～2割

3～4割

5～6割

8割以上

障害学生支援専門

（名）
障害学生支援専門の

正職員は2名

国立大学法人 筑波技術大学

９．業務の内容①
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国立大学法人 筑波技術大学

９．業務の内容②
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非常勤職員他：
専門性の求められる
業務を担当

正職員：
幅広い業務を担当
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国立大学法人 筑波技術大学

10．労働時間

週40時間以上

15名

週39～30時間

11名

週30時間以下

4名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国立大学法人 筑波技術大学

11.実労働時間

週40時間以上

26名

週30時間以下

4名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国立大学法人 筑波技術大学

12．最も忙しい時期

0

5

10

15

20

25

30

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

（名）

養成講座の開講
など

新学期
コーディネート

国立大学法人 筑波技術大学

13．支援経験年数①
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国立大学法人 筑波技術大学

13．支援経験年数②
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～
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～
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～

正職員

非常勤職員

勤務年数支援業務雇用形態

3年2ヶ月10割正職員

3年6ヶ月8割正職員

4年10割期限付き契約職員

4年6ヶ月２割正職員

5年３割正職員

5年10ヶ月10割非常勤嘱託職員
(名)

※

※半年は含まず。以下同じ。

国立大学法人 筑波技術大学

14．以前の仕事内容①

同大学他

部署

46%

聴覚障害

関係

7%

他障害関

係

10%

学生

17%

医療・福

祉・教育

13%

会社員

7% 他部署からの異動：
約半数
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国立大学法人 筑波技術大学

14. 以前の仕事内容②

同大学他

部署

86%

医療・福

祉・教育

7%

会社員

7%

同大学他

部署

13%

聴覚障害

関係

13%

他障害関

係

19%学生

30%

医療・福

祉・教育

19%

会社員

6%

正職員（N=14名） 非常勤職員等（N=16名）

国立大学法人 筑波技術大学

15．支援担当になったきっかけ①

前任者の

人事異動

で

7%

その他

10%

知人の

紹介で

13%

自分の

希望で

23%

上司に言

われて

47%

（N=30名）

国立大学法人 筑波技術大学

15．支援担当になったきっかけ②

前任者の

人事異動

で

14%

その他

14%

知人の

紹介で

0%

自分の

希望で

7%

上司に言

われて

65%

その他

6%

自分の

希望で

38%

知人の

紹介で

25%

上司に言

われて

31%

正職員（N=14名） 非常勤職員等（N=16名）

国立大学法人 筑波技術大学

16．支援担当になったときの気持ち①
びっくりした

7%

何とも思わ

なかった

5%

その他

5%

やる気がわ

いてきた

25%

うれしかった

23%

不安だった

35%

避けたいと

思った

0%
（N=30名）

国立大学法人 筑波技術大学

16．支援担当になったときの気持ち②

うれしかっ

た

5%

やる気がわ

いてきた

18%

その他

5%

不安だった

49%何とも思わ

なかった

9%

びっくりした

14%

上司に言われて・
前任者の人事異動で

支援担当になった方（N=22名）

やる気が

わいてきた

33%

その他

6%

不安だっ

た
17%

うれしかっ

た

44%

自分の希望・紹介で
支援担当になった方（N=18名）

国立大学法人 筑波技術大学

17. 実際に担当してみて①

忙しいと思った

10%何とも

思わなかった

2%

その他

12%

やりがいを

感じた

39%

難しいと思った

37%

（N=30名）
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国立大学法人 筑波技術大学

17．実際に担当してみて②

何とも思わ

なかった

4%

その他

4%

忙しいと

思った

13%

やりがいを

感じた

35%

難しいと

思った

44%

上司に言われて・
前任者の人事異動で

支援担当になった方（N=22名）

担当になって
よかった

忙しいと

思った

9%

何とも思わ

なかった

0%

その他

23%

難しいと

思った

23%

やりがいを

感じた

45%

自分の希望・紹介で
支援担当になった方（N=18名）

専門性が必要
身分が不安定で本
腰を入れた仕事が
しにくい

国立大学法人 筑波技術大学

18．一番難しいと感じること

障害学生とのコミュニケーション・ニーズの把
握と尊重

障害学生のニーズと現実的制約の兼ね合い

他の教職員への理解啓発

障害学生と支援学生、他障害の学生との関
係調整

高い専門性が求められること

その他（支援学生の確保）

国立大学法人 筑波技術大学

ま と め
他業務との兼務

他部署からの異動

上司に言われて

不安・難しい
→やりがい

正職員 非常勤職員等

障害学生支援専門

関連の仕事経験有

志願して応募

うれしい！やりがい
⇔身分不安定

専務化・専門化 正職員化

正職員＋専務 支援コーディネーター
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第 1 回 全国障害学生支援コーディネーター研修会 

当日資料 

 
日 程 ： 平成 19 年 10 月 21 日（日） 
場 所 ：筑波技術大学天久保キャンパス 

 
 
プログラム：  

 
①パソコンノートテイクの導入技術  

講師：同志社大学学生支援センター京田辺校地学生支援課 
障がい学生支援コーディネータ  土橋 恵美子 氏 

  
 ②ノートテイク体験と指導法 

   講師：中部学院大学 
 非常勤講師  瀬戸 今日子 氏 

     関東聴覚障害学生サポートセンター 
       コーディネーター  石川 絵理 氏 
 
  ③コミュニケーション体験とスキルアップ 
   講師：関東聴覚障害学生サポートセンター 

コーディネーター  倉谷 慶子 氏 
      関東聴覚障害学生サポートセンター 

コーディネーター  廣川 麻子 氏 
      愛媛大学 

  アカデミックアドバイザー  原田 美藤 氏 
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■■■ 全国障害学生支援コーディネーター研修会 ■■■ 

①パソコンノートテイクの導入技術 

講師：同志社大学学生支援センター京田辺校地学生支援課 

障がい学生支援コーディネータ 土橋 恵美子氏 

 
 
◆スケジュール  ----------------------------------------------------------- 

 

  １．ヒアリング…パソコンノートテイク支援で不安なことは？ 

 ２．IPtalk のインストール～設定（説明と実習 

  ３．パソコンノートテイク実習と反省会学生 

 

 

◆研修 MEMO  --------------------------------------------------------------- 
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1

1

パソコンノートテイク
導入の技術

同志社大学 学生支援センター

土橋 恵美子

2

ＰＣノートテイク導入を選んだ理由は？

なぜパソコンノートテイクなのか？

・

・

パソコンノートテイクで一番不安な点は？

・

・

・

3

パソコンノートテイク導入の流れ

機器の接続

ＩＰアドレスの設定

ＩＰアドレスの割り振り

ＩＰ-talkの設定

機能の説明

入力・要約の説明

入力・連携の練習

4

IPtalkとは?
パソコン要約筆記は、
その場にある音情報を
文字入力により伝える
もので、聴覚障害者へ
の情報保障の手段の一
つです。ワープロソフ
トなどを用いて行うこ
ともできますが、一般
的にはIPtalkなどの専
用ソフトを用います。

5

機器の接続

入力用パソコンと表示用パソコンをそれぞれ
HUBを用いて接続します。

ストレート
LANケーブル

HUB

6

IPアドレスの設定（Windows XP編）

①「スタート」-｢コントロールパネル｣-「ネット
ワークとインターネット接続」をクリックし、
「ネットワークの接続」をクリックします。

9



2

7

②[ローカルエリア接続]を右クリックしメニュー内の
[プロパティ]をクリックします。

③[接続の方法]にLANアダプタ
の名称が表示されているこ
とを確認後、[インターネッ
トプロトコル（TCP/IP）]を
クリックし、[プロパティ]
をクリックします。

8

④[インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパ
ティ]画面で[次のIPアドレスを使う]にチェックを
入れます。

9

IPアドレス（特に規定がない
場合には、192.168.XXX.YYY
を用いることができます）

192.168.1.YYY(3番目までの
数字をそろえ、YYYの部分が
重複しない数値に設定 ）

IPアドレスの割り振り

⑤入力後、[OK]ボタンを押してウインドウを閉じます。

サブネットマスク

255.255.255.0

各パソコン同じ数値に設定

10

IPtalk 接続の確認
①［パートナー］ウインド

ウを開き、［メンバーを
捜す］をクリック

②仲間の欄に接続したパソ
コンが表示されることを
確認

③［表示・入力］ウインド
ウで、LANに接続したパ
ソコンに文字が流れるか
どうか確認

11

IPtalkの基本画面

表示部
(利用者が見る画面)

モニター部
(パートナーの入力
が表示される)

入力部
(自分の入力が表示
される)

12

各種設定方法 タブ 「選択」

機能は「上級者用を選択しましょう。「初心者
用」

と比べ、便利な機能のタブが多く表示されます。
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3

13

タブ設定 「補Ｗ１」

LANで接続されたIPtalkの入力を
8人分まで表示。

発言者名などを
登録しておき、
Fキーで呼び出
すことができる
。

グループの
メンバーに
連絡するた
めのチャッ
トBOX。

14

タブ設定 「表示１」

1
１：現在操作しているパ

ソコンを「入力用」か、
「表示用」に設定しま
す。「１人入力」また
は「２人入力」を選択
します。

15

タブ設定 「表示１」

2

3

２：表示部の背景色や、
フォントの大きさ・色
を設定します。利用者
に見やすさを確認して
もらい、設定します。

（例)フォント…２２ポイント

フォント色…白

背景色…黒

３：モニター部＆入力部の設定をします。入力者の見
やすいように設定します。

（例)フォント…１８ポイント フォント色…黒 背景色…白

16

４：「空行のみ改行」を
選択することで、文
章が切れて表示され
るのを防げます。

空行のみ改行

4

17

タブ設定 「訂正１」

F11キー

Delete

F7キーを押すと、
『訂正：↑の「」
は「」です。』と
入力部に表示され
ます。

この設定により、
F11キーを押すと、
表示部に流れた文
字を後ろから１文
字ずつDeleteでき
ます。

18

タブ設定 「入力１」

F8キーを使用し、入
力文・単語の前後を
カッコでくくります。
F8キーを押す時に、
入力部に表示されて
いる文字列にカッコ
がつきます。

F8キー

11



4

19

タブ設定 「入力２」

F1キー

１：単語を漢字変換した
後にF1キーを押すと、
カッコ内に読み仮名が
表示されます。

２：「。」が付くたびに、
自動的に改行ができま
す。改行は意識して多
く入れるくらいのほう
が、表示された時に読
みやすくなります。

ひらがな表記・カタカナ表記を選択できます。
20

タブ設定 「保存」

※ログの取り扱いについては、大学の方針や聴覚障害
学生のニーズにあわせて行ないましょう。

入力した情報は、
テキスト形式で
保存することが
できます。

21

細かく設定したIPtalkの画面を、次回起動時にも同
じ状態で表示させるために、「起動時設定にする」
を指定します。また、情報保障場面毎に画面の設定
を変更したい場合は、画面設定後「保存」し、次回
起動時に「読込」を指定して保存したファイルを呼
び出して使用することができます。

22

ウィンドの配置モデル（１人入力）

利用学生によって、「入力部も見たい」「背景とフォ
ントの色を変えて欲しい」等、ニーズが様々だと思い
ますので、確認しながら調整を行って下さい。

23

ウィンドの配置モデル（連携入力）

表示用の画面がある場合、また、プロジェクタ等で
大きく表示する場合も、表示画面とメインウィンド
に表示される文字列が同じように設定しましょう。

24

Ｆキー機能の説明

Ｆ １：漢字の後ろに（ ）で読み仮名が表示

Ｆ ２～Ｆ ６

：『学生/』『（読み上げ中）』など設定文字を表示

Ｆ ７：入力部に『訂正：↑の「」は「」です。』と表示

Ｆ ８：入力文・単語を 「 」 でくくる

Shift+Ｆ８で ♪ ♪ でくくる

Ｆ ９：表示部に流した文を入力部に戻す

Ｆ１１：表示部に流れた文字を後ろから１文字ずつ Delete
Ｆ１２：前に空行が入るEnterキー

12
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25

チェックポイント

□ 文章がきちんとつながっている

□ 「、」や「。」がきちんと入力されている

□ 適度に改行が入り、見やすく整形されて
いる

□ 漢字の変換ミス等がなく、正確な情報が
入力されている

13



■■■ 全国障害学生支援コーディネーター研修会 ■■■ 

②ノートテイク体験と指導法 

講師：中部学院大学 非常勤講師  瀬戸 今日子氏 

関東聴覚障害学生サポートセンター コーディネーター  石川 絵理氏 

 

◆スケジュール  ----------------------------------------------------------- 

Ⅰ ノートテイク体験と評価 

  １．ノートテイクの利用体験･･･ノートテイクを利用する（＝受ける）立場を体験します 

 ２．ノートテイクを書く体験･･･授業を想定してノートテイクを書いてみます 

  ３．ノートテイクの自己評価･･･自分の書いたノートテイクを自らチェックし発表しあいます 

  ４．ノートテイク評価･･･学生の書いたノートテイクを見て、アドバイスのポイントや 

コーディネーターとしての対応を検討します。 

Ⅱ スキルアップやコーディネート方法の情報交換 

 

 

 

◆研修ワークシート  -------------------------------------------------------- 

 

Ⅰ ノートテイク体験と評価 

 

１．ノートテイクの利用体験 

  体験を通して気づいたことはありますか。日常の業務での課題解決につながる発見はありましたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  ２．ノートテイクを書く 

   ノートテイクを書いてみて、感じたこと、気づいたことはありますか。感想を書いてください。 
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３．ノートテイクを自己評価する 

 ①自分の書いたノートテイクへの自己評価を記入してください。 

評価の観点を設定していただいてもかまいませんし、自由記述でもかまいません。 

   

 

 
 
 
 

 
  
  ②他の参加者の自己評価や、講師のコメント、利用者からの評価の中で、参考になったことや 
   重要だと思ったことを記入してください。    
 

 
 
 
 

 
 
 
 ４．ノートテイクの評価 

①グループでのノートテイク評価で話し合った内容や、他のグループの意見で参考になった 
ことを記入してください。 

 
 
 
 
 

 
 
  ②授業で行われているノートテイク支援を評価する際、どのような視点が必要だと 

考えましたか。   
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Ⅰ スキルアップやコーディネートの情報交換 

参加者から寄せられた意見・質問 

①ノートテイカー養成について 

・学生を対象とした講座の内容、時間数、講師など開催スタイルは？ 

・外部講師の指導だけでは不十分ことも。フォロー方法は？ 

  （例：指導される内容が大学の支援に合わない、講座以外の場面での技術指導法がない） 

・スキルアップ講習の参加者が少ない。どんな内容を扱えばよいかわからない。対策は？ 

○講座以外に「要約の勉強会」を開催 

○コーディネーターもノートテイクに入り、現場の様子を見てテイクの技術指導や心理的ケアを実施。 

 

②コーディネートについて 

・テイカーの数が足りず、ニーズを満たせない。対策は？ 

・養成したテイカーは、いつどんなタイミングで現場に派遣すればよいか？ 

・年度初め（4月）の授業にノートテイカーをうまく派遣するには？ 

 

③授業での支援方法について 

・演習（ディスカッション）の授業をノートテイクで支援する際の工夫は？ 

・語学の授業のノートテイク方法は？ 

・理系の授業でのノートテイク方法は？ 

 

-----------------------------------------MEMO------------------------------------------- 
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長方形
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ノートテイク体験・評価用題材 

 
テーマ「稽古」（出典 田中信生 ジョイフルメッセージ） 
 

この間、「自分の長所を見出して」というお話をさせていただきましたら、えぇ、自

分の長所を見出して、それを一人前に、そして人様にも、聞いて見てもらえるまで育

てるには、どうしたらよいかという問い合わせをいただきました。興味深い、また、

豊かに成長していきたいという思いがあるからこそ、そのような前向きな質問を下さ

ったんだろうと思います。ものごとを人様に見て聞いていただける、そのように自分

が食べる料理ではなく、お金を出しても買っていただけるような、そんな人生の豊か

さを、料理を作るためにいくつかの。そう、１番目、それは何と言っても練習をする

こと、稽古をすることに尽きるのではないでしょうか。今日はその練習、稽古につい

て考えてみたいと思いますが、１番、昔から、数稽古をするように。すなわち、もう

１つ２つと言わず、もう、あれこれ言わず、とにかく、たくさんたくさん、この稽古

をすることですよねぇ。よく、その基本をしないで、『さあ、良いものを選ぼう、良い

ものを選ぼう。』と言っても、選ぶ素材そのものがなければ、選びようがないわけで、

とにかく、あなたが心に決めて、「よし。丁寧に字を書くぞ」あるいは、「このように

生きるぞ」と思ったら、それを繰り返し、繰り返し、繰り返し、繰り返し、基本を大

切に、「さあ、次。さあ、次」ということでなくして、徹底的にそのポイントを稽古な

さることに尽きるようです。私は、あの、カウンセリングというクラスを山形市でも、

クラスをさせていただいておりますし、札幌でもそして、大阪でも、沖縄でも、また

海外でも、このクラスをさせていただいているんですが、カウンセリングという、こ

の、人様との関わりの中で。例えば、よくお話を聞く。あるいは、言われた言葉をそ

のまま脚色しないで、エコーする、という基本的な、この、練習がありますが。この、

そのようなことをですね、「次、次」と、わかったら次と、進みたくなるのに「いや、

いや、いや。まだです。このところをまずやってから、いきたいです」というふうに、

数稽古を徹底なさる人がいますね。私と一緒に働いてくれております、タカノアキラ

というすばらしい先生がいますが、ええ、この人はカナダで７年間いてで、あの、学

んでこられた人で。で、私以上に能力のあって優れた方なんですが、うーん、私を助

けて、そしていろんな働きをしてくださるのです。それで、当初、働いてくだいまし

た時に、大変、有能な方ですので、『あなたも私と同じように、企業や学校やいろんな

所で講演ができる、お話ができる。ですから、さあ、今日、前座で、この、10 分ぐら

いお話ししてごらん。』とこう言いました。彼はですね、『先生、残念だけど、せっか

くの機会だけど、ごめんなさい。』彼はそれをですね、受けなかったんですね。すなわ

ち、もっともっと基本を徹底的にやってから。そして彼は来る日も来る日も練習をし

て、そして私以上に今は上手にお話しなさる。それは数稽古、基本を徹底的になさっ

たからだろうと思うのです。そうでない逆の人もいますね。『早く私にチャンスをく

れ。』『早く自分に舞台に上げろ。』基本をしていないと、早めにその人の評価を得てし

まって、一旦評価を受けてしまうと、なかなかそれを、その印象を取るのに大変なこ

とがあるものです。だってもう実力があるのに、基本ばっかりやっていて、大丈夫で

す。あなたがチャンスを追いかけなくても、基本が出来て実力がつきますと、チャン

スの方であなたを必ず迎えに来るからです。上へ上へと伸びたい思いをぐっと堪えな

がら、基本的なところをしっかりと繰り返し、繰り返し、そして繰り返し、繰り返し。

そこに豊かさへ登りつめる秘密があるようです。 
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■■■ 全国障害学生支援コーディネーター研修会 ■■■ 

③コミュニケーション体験とスキルアップ 

講師：関東聴覚障害学生サポートセンター コーディネーター  倉谷 慶子氏 

関東聴覚障害学生サポートセンター コーディネーター  廣川 麻子氏 

愛媛大学 アカデミックアドバイザー  原田 美藤氏 

 
 
◆スケジュール  ----------------------------------------------------------- 

Ⅰ コミュニケーション体験 

   声を使わず視覚情報のみで、様々な場面でのコミュニケーションに挑戦します 

     

Ⅱ コミュニケーションのスキルアップ（面接のロールプレイ） 

   聴覚障害学生との面談を行う場面を想定して、ロールプレイを行います 

   ディスカッションで改善策を出し合いながら進めます 

 

◆研修ワークシート  -------------------------------------------------------- 

 
Ⅰ コミュニケーション体験 

 

☆体験の感想を書いてください。 

１．「これから先は声を出さないで会話をします」と言われたときにどう感じましたか？ 

 

 

１． 病院の受付で何か困ったことがありましたか。それを解決するためにどうしましたか？ 

 

 

３．駅では、ホームの案内、時間の遅れなど、多くのアナウンスがありますが、ろう者はどんなこと

で困っていると思いますか。それをどうしたら解決できると思いますか？ 

 

 

４．レストランでは思うように注文ができましたか。注文できた人はなぜできたと思いますか？ 

 

 

５．ろう者は日頃、具体的にどんなことで困っているのでしょうか。 

またそれらの問題をどうしたら解決できるのでしょうか？ 
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Ⅱ スキルアップ（ロールプレイ） 

 
☆聴覚障害学生と話し合いをどのように進めれば、現状の改善を図れるでしょうか。 

どんなコミュニケーション手段を使いますか？どのようにして学生からニーズを引き出しますか？ 
次のような事例について、考えてみましょう。 
 
 
 

 

 

 

 

コーディネーター：ノートテイクという支援方法があるから利用してみませんか？ 
学生：高校までは補聴器の活用と口話で、自力で勉強してきた。 

大学でも同じようにしてできるので、ノートテイクなどの支援は要らない。 
コーディネーター：？？？（このあとの会話を続けてみてください） 
 
 
 

 

 

 

 

 

コーディネーター：ビデオを見るときノートテイクが追いつかなくて大変みたいだけど？ 
学生：書いてくれたことを見ているので、大丈夫です。手話もできないから手話通訳も 

付けられないし、今のままでいいです。 
コーディネーター：？？？（このあとの会話を続けてみてください） 
 
 
 

 

 

 

学生：専門の授業の場合、学生ノートテイカーは技術が低くて不満がある。 
   今とっている専門科目の授業にはプロの手話通訳をつけてほしい。 
コーディネーター：？？？（このあとの会話を続けてみてください） 
 

①入学前の 3月ごろ 

聴覚障害があるという申し出を受けて面接を行った。 

学生は小～高校まで普通校に通っていて、情報保障支援の利用経験はない。 

②2年生前期の途中 

1 年生前期からノートテイクを利用している学生。手話は大学に入ってから 

覚え始めていて、現在は友人と日常会話ができる程度。 

毎回ビデオ教材を使う授業を担当しているテイカーから大変だという訴えを受けて 

   授業の様子を聞いてみた。 

③3年生後期： 

本人から、ノートテイク支援に不満があるという意見を受けて面接を行った。 

手話は友人との日常会話で使用している。 
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聴覚障害学生の心理的支援 

さまざまな聴覚障害学生 

聴覚障害は、失聴の時期や聴力の程度、受けた教育等に

よって、その状況が一人一人大きく異なります。それゆえ、

コミュニケーション手段も必要なサポートの種類も実にさ

まざまです。また、同じ一人の聴覚障害者でも、聴力の変

動や意識の変化にともなって、必要とするサポートが変わ

っていくこともあります。とりわけ、手話を習得したり、

同じ聴覚障害のある仲間と出会ったりする機会の多い大学

時代には、2年間もしくは4年間のうちにめざましく変わ

っていく聴覚障害学生も見られます。 

支援がもたらす心理的葛藤 

このような過程では、「入学時はほとんど話さなかった学

生が楽しそうにおしゃべりするようになった」「サークルの

リーダーになった」といった学生相応の成長も見られます

が、同時に、「いくらすすめても通訳を依頼しない」「話し

合いの席にすら来ない」と、拒絶的な態度を示されること

も多々あります。 
現時点では、大学に入ってはじめてサポートを受ける聴

覚障害学生が大半ですので、未知の経験に対する戸惑いが

大きく、最初からスムーズに支援に入っていける学生はま

れです。また、サポートを受けて授業を理解できるように

なる半面で、サポートによって自分の障害とも向き合わざ

るを得ませんので、心理的葛藤を避けられません。一年生

の時から「自分は聴覚障害がありますのでサポートをお願

いします」と意思表明する学生は少数ですし、ましてや「読

みにくいからもっと大きな文字にして」「この講義には手話

通訳を、あの講義にはパソコン通訳を」と注文する学生は

珍しいでしょう。時には勉学が手につかなかったり、それ

までの生き方を疑ったりするほどの心理的負担を感じるこ

とさえあります。 
つまり、授業がわからなくて困っているとはいえ、嬉々

とサポートを受ける学生ばかりではないのです。はじめは

喜ばれたサポートも時間とともにだんだん要求がレベルア

ップしていきがちです。必要と思って行なったサポートが

必ずしも喜ばれるわけではないところに、サポートの難し

さがあると言えるでしょう。 
一方で、この時期に良質なサポートを受けることが、聴

覚障害学生の精神的成長においてきわめて大切になること

も事実です。サポート利用上のルールを守らない、手話以

外のコミュニケーション手段を拒むなど、反発的な態度に

出会う例も少なからずありますが、そこでの見守りや働き

かけが、聴覚障害学生のまわりへの信頼感をかろうじてつ

ないでいくとも言えます。 

心理的葛藤から主体性形成へ 

サポートを受ける中では、具体的にどのような心理的葛

藤が生じるのでしょうか。すべての聴覚障害学生が同じよ

うに感じ、受けとめているわけではありませんが、大きく

以下の3つの段階に分けられ、ステップを追っていく点で

は共通していると考えられます。 

（１） 消極的反応段階：支援を躊躇、拒否する段階 

（２） 受動的利用段階：受け身で支援を受ける段階 

（３） 主体的活用段階：自ら積極的に活用する段階 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）
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とすら知らない状態です。 

」｢パソコン通訳｣等の手段があるこ

高校まで一人で頑張ってきた聴覚

に助けてもらうほど困っていない」

いける」と思いがちです。また、
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藤を抱えがちです。 
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ていくときと言えるでしょう。そ

時間 

に対する受けとめ方の変化 



れまで我慢を重ねたあまり、強い言い方で要望を突きつけ

る学生も少なくありません。 

⑥支援活用：通訳者や支援者との距離のとり方を身につけ

ていきます。「この授業にはこの手段を」と判断したり、ま

わりの先生や友達に配慮してほしいことを適切に伝えたり、

通訳者にタイミングをつかんで声をかけたりすることがで

きるようになっていきます。 

各段階に応じた支援 

 それでは、大学としてはそれぞれの段階に応じてどのよ

うな支援を心がけたらよいでしょうか。 
（１）消極的反応段階での支援 
 ある大学では、聴覚障害の新入生に「どのようなサポー

トが必要ですか」と聞いたとき、「口話でわかりますから大

丈夫です」と返ってきました。先生から「入学前に一度授

業を見に行ってごらん」とアドバイスしたところ、「やはり

口話ではわかりませんでした」と、実際にどうするか話し

合いが進んだとのことです。 
 また、他のある大学では、「本人はサポートを断っている

が、一度、授業に通訳をつけてみて様子をみたい」と、動

いたところ、本人も一年が終わる頃には積極的になってき

たという例もあります。 
 本人の拒否する気持ちを受けとめつつも、「いりません」

という言葉をうのみにせずに、潜在的ニーズを引き出す丁

寧な対応が効を奏した例と言えるでしょう。 
（２）受動的利用段階での支援 
 聴覚障害学生から「○○してほしい」と声があがってい

ないから大丈夫かなと、安心しがちな時期です。通訳に対

してどう感じているか、あらためて話し合おうとすると、

なかなか反応を得るのが難しいかもしれません。たとえば、

養成講座では実際に通訳する様子を見ながら、聴覚障害学

生に「この通訳はどう？」とさりげなく聞くと意外な答え

が返ってくるときもあります。本人にとってはやっと出た

一言ですので、このときに「でも…」と反論することは避

けたいものです。 
 また、同じように通訳をつけて授業を受けている聴覚障

害学生同士で「通訳についてどう感じるか」議論する場が

あると、なおよいでしょう。自分の思いが個人的な好みに

よるものなのか、ほかの聴覚障害学生にも共通する感情な 
のか、見極められるようになります。 
（３）主体的活用段階での支援 
 ここにきて、ようやく一方的に支援を受ける段階を脱し 
て主体的に動き始めます。不満が噴出しやすいときですが、 
自分の要求を言語化し始めた証として受けとめていきたい

ところです。ときには無理難題を突きつけられることもあ 
るかもしれません。そのような場合を含めて、全ての要望

をのむ必要はありませんが、「無理」と却下するのではなく、 
｢それは○○という理由で厳しいけれど、こういう方法はど

うか｣と、大学として代替案を示すのが大切になるでしょう。 
お互いの要望や事情をすり合わせて、建設的に話し合い、

折り合っていく過程が、聴覚障害学生にとっても自信とな

っていくようです。 
概して、既存の支援にはない新しい要求を出す学生や、

一つの支援に多くを求める学生は、後々、支援を受ける立

場から自らも後輩を支援する立場へと回ったり、支援者の

養成に積極的に関わったりする例が多くみられます。ここ

も長い目で見守りたいところです。 

全段階を通じての支援 

 日ごろからの関わりだけでなく、全段階を通じて大学と

聴覚障害学生が定期的に（年数回）話し合う時間が持たれ

ると、互いへの安心感や信頼感がより深まることでしょう。 

 大学にとっては、聴覚障害学生の本音を引き出すのは一

仕事かもしれません。大学の事情が許せば、数々の聴覚障

害者と接してきた通訳者なり聴覚障害者なりを支援スタッ

フに迎えるのが望ましいでしょうが、それが難しい場合で

も、こちらのPEPNet-Japanなどのネットワーク等を活

用して他大学と情報交換することで「（１）消極的反応段階

での支援」で述べた例のような支援も可能になるでしょう。 

 強調しておきたいのは、同じ聴覚障害の仲間（ピア）を

持つ大切さです。大学生ならば、「全日本ろう学生懇談会」

「関東聴覚障害学生懇談会」等で討論会、講演会、キャン

プ、スキーなどの企画が行なわれていますので、折をみて

「こういう企画があるみたいね」と伝えるとよいかもしれ

ません。卒業後、職場や家庭で何らかの問題が生じたとき

も、学生時代に培った同じ聴覚障害者のネットワークが大

きな救いになってきます。 

 ケースによっては、まれに、聴覚障害に造詣の深い心理

専門家による支援が必要な場合もあります。現時点では、

このような専門家は限られていますので、都道府県の聴覚

障害者向け情報提供施設に問い合わせるのも一方法です。 

聴覚障害学生にとって、さまざまなコミュニケーション

手段を身につけることが人間関係の幅を広げるように、さ

まざまな手段の支援を活用していくことが、社会的活動の

場を広げていくことになります。社会的活動をより充実さ

せていくためにも、支援によって生じる心理的葛藤を軽減

するとともに、質の高い通訳を提供していくこと、きめ細

かな支援コーディネートをすることが、非常に大切になっ

てきます。 

執筆者 吉川 あゆみ（よしかわ あゆみ） 
関東聴覚障害学生サポートセンタースタッフ 

（2006年5月14日初版）

発行 日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク(PEPNet-Japan) http://www.pepnet-j.com
〒305-0005 茨城県つくば市天久保4-3-15   
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